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〇 ２０２４年度第２四半期決算 の概要になります。

〇 営業収益は５,２５２億円、営業利益は６５３億円、
親会社に帰属する四半期純利益は４９４億円となりました。

〇 交通事業や、ホテル・リゾート事業での利用者数の回復に
加え、マンション販売の増加等により、
対前年＋４１７億円の増収、＋１９８億円増益となりました。

〇 また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、
営業利益の増益により、対前年＋１４４億円増益の
４９４億円となりました。



〇 営業利益について、前年度との比較で、
セグメント別にポイントをご説明します。

〇 なお、前年度まで不動産事業で計上していた一部ホテルについて、
当期より、ホテル・リゾート事業での計上へ
セグメントを変更しております。
以降の前年度２０２３年度の数値については、
変更後のセグメント体系に組み替えた数値となります。

〇 不動産事業は、マンション販売戸数の増加より不動産販売業が
＋７８億円増益となったことに加え、
不動産賃貸業、不動産管理業も増益となり、
セグメント合計で＋１０１億円と大きく増益となりました。

〇 また、生活サービス事業、交通事業についても、大きく増益となる
など、全ての事業で増益となりました。



〇 ２０１９年度以降の、第２四半期時点の営業収益、
営業利益の推移を示しております。

〇 当第２四半期の営業利益６５３億円は、
コロナ前を上回るとともに、第２四半期時点での
過去最高益となります。



〇 各セグメント別のポイントについて、最初に交通事業でございます。
営業収益 １，０７９億円、営業利益 ２１７億円。
対前年＋４１億円増収、＋２９億円増益でございました。

〇 鉄道業の東急電鉄の営業収益は８１１億円、
営業利益は１９９億円となり、
対前年＋２５億円増収、＋２８億円増益となりました。

〇 輸送人員は対前年＋３．４％の増加、
運賃収入は＋４．４％の増加、＋３１億円増収となりました。

〇 下段に記載の費用面は、減価償却費の減少があり、
合計で△２億円の減少となりました。

〇 また、東急バスは営業収益１４６億円、営業利益１７億円となり、
対前年＋９億円増収、＋３億円増益となりました。



〇 次に、不動産事業でございます。
営業収益 １，２９６億円、営業利益 ２８８億円。
対前年＋２５２億円増収、＋１０１億円増益でございます。

〇 不動産販売業は、マンション等の引き渡し戸数の増加により
営業収益３８５億円、営業利益１１８億円となり、
＋２１７億円増収、＋７８億円増益となりました。

〇 不動産賃貸業は営業収益６６８億円、営業利益は１４８億円、
各物件での増収の積み上がりがあり、対前年＋２３億円の増収、
＋１６億円増益です。



〇 次に、生活サービス事業でございます。
営業収益 ２,６００億円、営業利益 １０１億円。
対前年＋３２億円増収、＋４７億円増益でございました。

〇 リテール事業は、営業収益 １,６７７億円、営業利益 ２８億円、
対前年＋４１億円増収、＋１５億円増益です。

〇 東急百貨店は、営業収益２９０億円、若干の営業利益を
計上しております。
札幌店のリニューアル効果等により、対前年＋７億円増収、
渋谷の本店等を閉店した影響による、人件費の減少等があり、
＋６億円増益となりました。

〇 東急ストアは、営業収益１,０９４億円、営業利益２３億円。
商品単価の上昇や新規店舗の開業等により、
＋２９億円増収、＋３億円増益となりました。



〇 続いてＩＣＴ・メディア事業でございます。
営業収益 ９２３億円、営業利益 ７２億円、
対前年△９億円減収、＋３２億円増益でございました。

〇 東急レクリエーションは、
営業収益１４３億円、営業利益５億円、
対前年△３億円減収、＋１億円増益となりました。

〇 イッツ・コミュニケーションズは、
営業収益１３０億円、営業利益１８億円、
営業収益は前年並み、＋２億円増益となりました。

〇 東急エージェンシーは、
△１億円減益の９億円の営業利益となりました。

〇 ICT・メディアその他の営業利益は３８億円、＋３０億円増益です。
東急パワーサプライにおいて、売電量の減少により△１５億円減収
となりましたが、電力調達環境の改善により１７億円の増益、
また、当社の屋外広告など、各事業での増益の積み上がりにより、
合計で＋３０億円増益となっております。



〇 次に、ホテル・リゾート事業でございます。
営業収益 ６１５億円、 営業利益 ４３億円、
対前年＋１１０億円の増収、＋１８億円増益でございました。

〇 東急ホテルズは、
営業収益は５３４億円、営業利益は３９億円となり、
対前年＋１０２億円増収、＋１５億円増益となりました。

〇 ホテル全体の稼働率は７９.３％、一室単価は２３,４８４円、
渋谷エリアホテルと、永田町のザ・キャピトルホテル東急の
合算では、稼働率７９.４％、一室単価４７,７９０円となる等、
ＡＤＲ、ＲｅｖＰＡＲともに高い水準で推移しております。

〇 外国人宿泊比率は２４ページに記載をしており、
ホテル全体では概ね４０％台の半ば、
渋谷地区のホテルでは８０％を超えて推移をしており、
ADRの上昇に寄与しております。





〇 営業外損益から四半期純利益までご説明申し上げます。

〇 営業外収益は７７億円となり、対前年で△３２億円減少、
持分法投資利益は４０億円で、対前年度△２９億円減少と
なっております。

〇 特別利益は３４億円となり、対前年で＋８億円増加、
東急番町ビルの売却益などが計上されております。

〇 以上により、親会社株主に帰属する四半期純利益は
４９４億円となり、対前年＋１４４億円増益でございました。



〇 続いて、通期業績予想に関してご説明いたします。

〇 まず、１１月時点の前提についてです。

〇 事業環境全体としては、
移動需要の継続的な回復や、インバウンド需要の増加等、
引き続き良好な環境が続くと見込んでおります。

〇 また、第２四半期実績においても、各事業で想定を上回って推移を
しており、中段に記載のKPIについて、アップデートを行っております。

〇 こういった状況を踏まえ、５月時点の予想値から、上方修正を行います。



〇 ２０２４年度の通期業績予想についてご説明いたします。

〇 営業収益は１兆６５０億円、営業利益は１,０１０億円となり、
５月公表の予想との比較では、＋１００億円増収、＋１３０億円
増益といたします。

〇 また、親会社に帰属する当期純利益は７４０億円とし、５月の
予想から＋１４０億円増益を見込んでおります。



〇 経営指標についてご説明いたします。

〇 当期の一株当たり当期純利期は１２９.３０円、ROEは９.３％、
ROA総資産事業利益率は３.８％とし、いずれも大きく改善を
しております。



〇 続いて、セグメント別の内容について業績予想のポイントで
ございます。

〇 不動産事業は、不動産販売業が好調に推移していることを踏まえて、
＋４５億円増益としております。

〇 ホテル・リゾート事業は、ホテル事業において上期に引き続き、
インバウンド需要の取り込みにより、ADR一室単価が好調に推移
することを見込み、＋３６億円増益としております。

〇 生活サービス事業については、ICTメディア事業において、上期
から引き続き東急パワーサプライによる増益を見込み、セグメント
合計で＋３２億円の増益としております。

〇 交通事業は、東急電鉄の運賃収入増加などを反映し、＋１７億円
の増益としております。



〇 株主還元及び資本政策についてご説明します。

〇 本日、４００億円、２，４００万株を上限とする自己株式の
取得を決議しております。

〇 この取得により、ROEなど資本効率の向上を図るとともに、
１株当たり株式価値の向上に取り組んでまいります。

〇 また、主要株主である金融機関との株式の持ち合いについて、
縮減を対応してまいります。

〇 配当については、上方修正をうけ、前回予想から１円増配し、
１株当たり２３円を予定しております。



〇 続いて、中期３か年経営計画における、経営指標・数値計画についても、
今般アップデートを行っておりますので、ご紹介いたします。

〇 当期２０２４年度の好調な決算進捗を受け、通期の業績予想について
修正を行う等、中期経営計画で掲げた利益目標について、前倒しで
達成が見込まれる状況です。

〇 このため、２０２５年度、２０２６年度の経営指標、数値計画に
ついても、今般アップデートを行っております。

〇 中段に記載の営業利益は、
２０２５年度は９５０億円、２０２６年度は１,０５０億円とし、
それぞれ＋１００億円、当初の計画値から増益としております。

〇 また、当期純利益についても各年度＋７０億円増益の修正を
行っており、ＥＰＳやＲＯＥなどの指標も改善をしておリます。

〇 なお、１６ページには数値計画の詳細、１７ページにはセグメントの
内訳の記載がございますので、ご参照ください。







〇 最後に不動産事業における、オフィス空室率及び平均賃料の
状況について、補足します。

〇 ８月より、渋谷地区の空室率が上昇しておりますが、
一部物件でテナントの入れ替えによるものであり
既に後継のテナントも決まっております。

〇 したがって、一時的に空室率が上昇しておりますが、
賃貸物件のリーシング状況に大きな変化はございません。



東急株式会社 財務戦略室 主計グループ 連結IR担当

各種資料はこちらのサイトでもご覧いただけます

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir.html

本資料に掲載されている情報のうち、過去または現在の事実以外のものについては、現在入手可能な
情報に基づく、当社経営者の判断による将来の見通しであり、様々なリスクや不確定要素を含んで
おります。

したがって、実際の業績等は種々の要因によって変動する可能性があることをご承知おきください。

「将来の見通しについて」
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